
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～教育予算を充実させて、ゆきとどいた教育ができる環境を作ってほしい！～ 

「えがお署名」は、貧困と格差の拡大から子どもたちを守り、「お金の心配をしないで学校に通えるように

してほしい」という子ども・青年の声にこたえ、安心・安全な学校施設の整備や被災地の復旧・復興など、各

地に広がるたくさんの願いと要求を実現するためにも重要なとりくみです。年

度初めにこれまでも行ってきました。 

今回は2310筆！他団体からの応援もあり、昨年度を大きく上回る集約と
なりました。 

皆様からのご協力に感謝いたします。ありがとうございました。 

今回は政府が「安保 3 文書」を改定し、集団的自衛権にもとづく「反撃能力」を保有するため、5 年間で

43兆円もの予算を軍事費に充てる「防衛財源確保法」が国会を通過する状況での取り組みとなりました。 

いま、教職員の長時間過密労働が社会問題化し、未配置のために「教育に穴があく」事態が全国に広が

っています。その大きな要因は、学習内容の肥大化、学校現場への統制強化、「定数改善計画」を進めず、

教職員の増員を怠ってきた国の政策にあり、その見直しこそ求められます。 

その最も重要なポイントは、教育予算を増やすことです。 

そのため来年度へ向けて予算要求する文部科学省を応援し、概算要求を勝ち取れるように支えましょ

う！ 

 

 

 

「えがお署名」を職場活動スタートイベントとして、「10 筆ごとにチョコレートプレゼント」のキャン

ペーンに取り組みました。32分会から署名が届き、そのうち23校は 10筆以上。その中には 100

筆も集める職場もあり、大きく盛り上がったところもあったようです。 

最も多く集まったのは五日市南小学校で 100筆でした！ 

10 筆ごとにチョコレートを届けました。職場では隣の方と分

け合って、お互いに笑顔になったようです。このキャンペーンを

きっかけに参加分会数も昨年度を大きく上回りました。 

全教の取り組み、市教組(全教)の取り組みをぜひこれからも

職場で「見える組合活動」を展開していきましょう！ 

 

広島市教職員組合（全教） 
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